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「読み間違い」で「再稼働最終的判断」⁉４
定
予
特〝泊原発再稼働〟同意の判断  撤回せよ !!
　鈴木直道知事は、第４回北海道議会定例会の一般質問初日の11月28日、「今定例会
の議論を踏まえて最終的に判断する」と表明。道民への説明はいまだ不十分、北海道
電力が説明する電気料金引き下げを鵜呑みするままで、再稼働の判断はあまりに早す
ぎます。 　12月10日の予算特別委員会の知事総括で、鈴木知事は原発再稼働の同意を表明し

ました。これに対し、民主 ･道民連合と日本共産党は、撤回を求める決議案を12日
の最終本会議に提出しました。議

会
前「
再
稼
働
や
む
な
し
」

３
会
派
で
抗
議
申
し
入
れ

議
会
開
会
前
の
11
月
25
日
に
開

か
れ
た
自
民
会
派
の
会
合
で
、
副

知
事
が
「
再
稼
働
は
や
む
を
得
な

い
」
と
す
る
知
事
の
考
え
を
伝
え

て
い
た
と
の
報
道
を
受
け
、
日
本

共
産
党
道
議
団
は
民
主
・
道
民
連

合
、
北
海
道
維
新
の
会
と
と
も
に

26
日
、
道
に
対
し
申
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。

反
対
す
る
会
派
に
は
十
分
な
説

明
も
な
く
、
道
民
に
対
し
て
全
く

不
誠
実
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。「

最
終
的
」
に
訂
正
の

理
由
説
明
を
求
め
る

11
月
28
日
、
知
事
は
自
民
会
派

の
一
般
質
問
に
、
い
っ
た
ん
は

「（
再
稼
働
に
つ
い
て
）
今
議
会

の
議
論
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
判

断
」
と
答
弁
。
と
こ
ろ
が
、
答
弁

の
最
後
に
職
員
か
ら
メ
モ
を
受
け

取
る
と
「〝
総
合
的
に
判
断
と
し

た
〞
を
〝
最
終
的
に
判
断
〞
と
訂

正
し
ま
す
」
と
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
日
本
共
産
党
真
下
紀

子
道
議
か
ら
議
事
進
行
が
か
か
り

ま
し
た
。「
北
海
道
の
未
来
が
か

か
っ
た
大
事
な
判
断
で
あ
り
、
訂

正
の
理
由
を
求
め
る
」
と
の
発
言

を
受
け
、
臨
時
の
議
会
運
営
委
員

会
を
経
て
、
知
事
は
「
最
終
的
判

断
を
総
合
的
判
断
と
読
み
間
違
え

た
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
非
常
に

重
い
判
断
を
迫
ら
れ
て
い
る
自
覚

が
知
事
か
ら
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

予算特別委員会で質問する
丸山はるみ道議

一般質問に立つ
真下紀子道議

電
気
料
金
引
き
下
げ
は

期
待
で
き
る
の
か
？

道
民
の
大
き
な
関
心
事
で

あ
る
電
気
料
金
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て
北
海
道
電
力
は
、

再
稼
働
後
は
家
庭
向
け
電
気

料
金
を
平
均
約
11
％
（
月
額

約
１
，
０
０
０
円
）
値
下
げ

す
る
方
針
を
発
表
し
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
前
提
は
、

販
売
電
力
量
を
２
０
２
４
年

比
で
19
％
も
多
く
見
積
り
、

燃
料
価
格
に
影
響
す
る
為
替

レ
ー
ト
も
１
４
５
円
と
現
在

よ
り
10
円
も
円
高
に
し
て
い

ま
す
。
前
提
が
変
動
す
る
可

能
性
に
つ
い
て
の
説
明
は
全

く
不
十
分
で
す
。

知
事
は
北
電
の
説
明
を

繰
り
返
す
の
み

丸
山
道
議
は
、再
質
問
で
、

値
下
げ
料
金
が
変
動
す
る
可

能
性
に
つ
い
て
の
理
解
促
進

を
求
め
ま
し
た
が
、
知
事
は

「
道
民
の
理
解
促
進
の
た
め

に
は
北
海
道
電
力
が
丁
寧
に

説
明
す
る
必
要
が
あ
る
」と
、

北
電
の
主
張
を
無
批
判
に
受

け
入
れ
る
の
み
の
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
。

防
波
堤
は
い
ま
だ
完
成
に

至
ら
ず
、
新
港
や
燃
料
運
搬

専
用
道
路
に
至
っ
て
は
、
イ

メ
ー
ジ
図
し
か
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
北
海
道
電
力
の
い

い
な
り
の
姿
勢
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
原
発
再
稼
働
を
判

断
す
る
に
は
時
期
尚
早
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

照
会
や
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
か
ら
公
募
し
た
意
見
に

は
回
答
す
ら
し
て
い
ま
せ

ん
。道

議
会
で
も
、
電
気
料
金

や
避
難
計
画
な
ど
視
点
を
変

え
て
の
質
問
に
、
国
や
北
海

道
の
言
い
分
を
繰
り
返
す
ば

か
り
で
す
。
あ
ま
り
に
拙
速

な
判
断
で
撤
回
を
求
め
る
決

議
案
を
提
出
し
ま
し
た
が
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。慎

重
審
議
を

求
め
る
決
議
も
否
決

鈴
木
知
事
が
再
稼
働
の
判

断
を
示
し
た
の
は
、
補
正
予

算
を
審
議
す
る
予
算
特
別
委

員
会
で
の
答
弁
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
北
海
道
結
志
会
は
、
こ

れ
が
議
会
軽
視
、
道
民
軽
視

で
あ
る
と
し
て
慎
重
な
審
議

を
求
め
る
決
議
を
提
出
、
日

本
共
産
党
も
賛
成
し
ま
し
た

が
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

泊原発の全景

同
意
判
断
に
至
る

議
論
は
深
ま
ら
ず

北
海
道
が
開
催
し
た
説
明

会
の
参
加
者
は
約
５
０
０
人

と
道
内
人
口
の
わ
ず
か
０
・

01
％
で
、
そ
の
議
事
録
公
開

は
、
同
意
を
表
明
し
た
知
事

総
括
の
当
日
未
明
で
し
た
。

後
志
16
市
町
村
へ
の
意
見 本会議決議に賛成の起立をする日本共産党道議団ら



各種手当ての削減で格差拡大
これが教員の働き方改革？

道営住宅「であえーる稲北団地」を訪問
第４回定例道議会開催

第
３
回
定
例
会
に
は
教
員
給
与
特
別
措
置
法
（
給
特
法
）

改
定
に
と
も
な
い
、
教
職
員
の
給
与
を
は
じ
め
、
各
種
手
当

等
の
改
定
条
例
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
業
務
内
容
が
変
わ

ら
な
い
の
に
多
学
年
学
級
の
手
当
の
廃
止
な
ど
、
改
革
と
言

え
る
で
し
ょ
う
か
？
丸
山
道
議
が
追
及
し
ま
し
た
。

条
例
案
で
は
多
学
年
、

い
わ
ゆ
る
複
式
学
級
手

当
が
廃
止
さ
れ
る
と
あ

り
ま
す
。
丸
山
道
議
は
廃

止
の
理
由
、
影
響
額
に
つ

い
て
質
し
ま
し
た
。

道
教
委
は
、
学
級
担
任

に
業
務
教
育
職
員
特
別

手
当
が
加
算
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
複
式
学
級
手

当
月
給
６
，
０
９
０
円
の

支
給
を
廃
止
し
、
業
務
教

育
教
職
員
特
別
手
当
で

処
遇
す
る
と
い
い
ま
す
。

丸
山
道
議
は
、
複
式
学

級
の
業
務
内
容
が
変
わ

ら
な
い
の
に
、
手
当
廃
止

は
実
質
的
な
減
給
と
な

る
が
、
補
填
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
の
か
と
道
教

委
に
迫
り
ま
し
た
。

道
教
委
は
、
現
状
の
水

準
を
下
回
ら
な
い
よ
う

２
０
２
６
年
中
は
経
過

措
置
と
し
て
支
給
す
る

考
え
を
示
し
ま
し
た
。

公
立
の
教
職
員
に
対

し
、
残
業
代
支
給
を
適
用

除
外
に
す
る
給
特
法
の

改
定
で
、
教
職
調
整
額
を

現
行
の
４
％
か
ら
６
年

か
け
て
10
％
に
引
き
上

げ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
調
整
額
の
変

更
で
教
職
員
の
長
時
間

労
働
が
改
善
す
る
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

丸
山
道
議
は
「
業
務
が

変
わ
ら
な
い
の
に
、
手
当

を
廃
止
に
す
る
の
で
は

な
く
、
教
職
員
の
加
配
こ

そ
必
要
」
と
鋭
く
指
摘
し

ま
し
た
。

　12月11日、札幌大学の学生との意
見交換会が行われ、日本共産党ほか
４会派から１名ずつ議員が参加しま
した。
　学生はスポーツ社会学やスポーツ

生理学を勉強している17名が参加。視覚障害者も参加できるウォーキ
ングイベントの企画運営について伺いました。少子高齢化が進む中、
スポーツをとりまく環境は、厳しくなっていますが、その語源はラテ
ン語の「デポルターレ」で〝楽しむ、遊ぶ、気晴らしをする〟の意味
であるなど、学びのある懇談となりました。

　稲穂4丁目にあった色内小学校が2016年に
閉校となって以来、跡地利用が進まず、地域
住民からは「閉校時には、道営住宅を建設予
定と聞いていたのに計画はなくなったのか」
など心配されていました。
　丸山道議は、市議の頃からこの問題を議会
で取り上げて、ようやく2025年4月から、跡
地に建設された道営住宅に入居がはじまりま
した。

一
部
会
派
に
「
泊
原
発
再
稼

働
や
む
な
し
」
と
伝
え
た
知
事

の
姿
勢
を
厳
し
く
追
及
す
る
決

意
を
街
頭
か
ら
訴
え
ま
し
た
。

高すぎる国民健康保険料
国に公費負担増の支援求めよ

会計年度任用職員の
処遇改善を

決
算
特
別
委
員
会
で
、

丸
山
道
議
は
国
民
健
康
保

険
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま

し
た
。
２
０
２
４
年
度

の
国
保
特
別
会
計
は
、

61
億
４
６
８
万
円
の
黒
字

と
の
答
弁
で
す
。

２
０
１
８
年
度
以
降
国

民
健
康
保
険
の
運
営
は
、

市
町
村
か
ら
北
海
道
に
変

わ
り
ま
し
た
。
保
険
料
率

所
得
割
率
が
11
・
51
％
か

ら
12
・
71
％
に
、
均
等
割

額
は
６
８
，
６
５
０
円
か

ら
７
７
，
７
８
５
円
へ
と

上
昇
し
て
い
ま
す
。

丸
山
道
議
が
、
国
保
の

都
道
府
県
化
が
道
民
に
ど

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と

問
う
と「
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

保
険
料
の
高
騰
を
抑
え
る

た
め
に
、
市
町
村
独
自
で

実
施
し
て
い
た
支
援
が
抑

制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ

と
」と
道
は
答
え
ま
し
た
。

広
域
な
道
内
で
は
居
住

地
以
外
で
の
療
養
も
必
要

に
な
り
、
そ
の
た
め
の
負

担
も
大
き
く
、
保
険
料
の

標
準
化
が
公
平
と
は
言
い

切
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
点
を

指
摘
す
る
も
、
道
は
「
国

保
の
安
定
的
な
保
険
運
営

に
向
け
、
国
に
支
援
を
求

め
る
」と
繰
り
返
し
ま
す
。

丸
山
道
議
は
、
未
就
学

児
を
対
象
に
し
た
国
の
制

度
（
均
等
割
保
険
料
の
５

割
削
減
）
に
道
が
独
自
に

支
援
を
上
乗
せ
す
る
こ
と

で
の
拡
充
を
求
め
ま
し

た
。
道
は
、
国
が
や
る
こ

と
だ
と
答
え
ま
し
た
が
、

支
援
を
し
て
い
る
市
町
村

が
９
か
ら
11
へ
と
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
再
度

道
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

丸
山
道
議
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し

た
。北

海
道
庁
知
事
部
局
に

は
会
計
年
度
（
通
常
は
４

月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31

日
ま
で
）
を
基
準
に
原
則

１
年
ご
と
の
契
約
で
、
任

用
さ
れ
る
会
計
年
度
任
用

職
員
が
２
０
２
４
年
度
で

１
１
９
６
名
い
ま
す
。
常

勤
職
員
を
含
む
全
体
の

８・７
％
に
当
た
り
ま
す
。

女
性
職
員
の
割
合
は
常
勤

職
員
で
27
・
4
％
で
す

が
、
会
計
年
度
任
用
職
員

で
は
88
・
8
％
と
そ
の
多

く
が
女
性
で
す
。
年
代
別

で
は
、
50
代
、
60
代
合
わ

せ
て
59
・
3
％
と
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

共
産
党
道
議
団
は
こ
れ

ま
で
度
々
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
処
遇
改
善
を
求

め
て
き
ま
し
た
。

期
末
・
勤
勉
手
当
の
支

給
、
子
育
て
支
援
休
暇
、

病
気
休
暇
等
の
充
実
は
図

ら
れ
つ
つ
も
、
報
酬
に
つ

い
て
は
上
限
が
設
け
ら
れ

る
等
の
差
別
が
改
善
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

今
年
６
月
に
は
総
務
省

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
〝
必
ず

し
も
上
限
を
設
け
る
必
要

が
な
い
〞
と
の
考
え
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

丸
山
道
議
は
、
報
酬
の

上
限
に
つ
い
て
見
直
す
べ

き
と
し
て
、
道
の
姿
勢
を

問
い
ま
し
た
。

道
は
職
務
の
内
容
や
責

任
の
程
度
に
お
い
て
、
常

勤
職
員
と
異
な
る
の
で
、

一
定
の
上
限
が
必
要
と
の

考
え
で
す
。

学生と懇談する (左から ) 丸山はるみ
滝口直人、海野真樹各道議

～｢スポーツを通して育む地域交流｣をテーマに意見交換～




